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研究分野：数学 
科研費の分科・細目：基礎解析 
キーワード：非線形偏微分方程式、ポテンシャル論、函数空間 
 
１．研究計画の概要 
p- Laplace 方程式 （1＜ｐ＜∞） を含む 2 
階楕円型非線形偏微分方程式に対するポテ
ンシャル論的研究を発展させる．またそれ
らと並行して，関数空間，特に、変動関数
指数をもつ関数空間を考察し，ポテンシャ
ル論的議論の進展に寄与する研究を行う． 
 
２．研究の進捗状況 
p- Laplace 方程式（1＜ｐ＜∞）に低階
項を加えたタイプの方程式に対する優調和
関数および左辺が p- Laplace 作用素で右
辺に Radon 測度を含むタイプの方程式の
解の性質について調べた．  
また、変動函数指数をもつ函数空間につ

いての研究を行った。特に、変動指数をも
つ函数空間におけるリースポテンシャルの
ハーディー型不等式、ソボレフ型定理の研
究を行った。 

 
３．現在までの達成度 
p- Laplace 方程式（1＜ｐ＜∞）に低階
項を加えたタイプの方程式に対する優調和
関数に対する基本的なポテンシャル論的性
質を示した．また、p- Laplace 方程式に低
階項を加えた 2 階楕円型非線形偏微分方
程式の Holder 連続解に対する除去可能集
合を Hausdorff 測度で特徴づけを行った．  
また、変動函数指数をもつ函数空間につ

いての研究では、変動指数をもつ函数空間
におけるリースポテンシャルのハーディー
型不等式をしめした。さらに、変動指数を
もつオーリッツ空間やモレイ空間において、
ハーディー-リトルウッドの極大函数の有
界性を示し、応用として、ヘッドバーグの
方法を用いてソボレフの不等式を示した。 

４．今後の研究の推進方策 
p- Laplace方程式 （1＜ｐ＜∞）を含
む 2 階楕円型非線形偏微分方程式に
対するポテンシャル論的研究をさら
に発展させる．また，それら手法の関
連する非線形微分方程式への応用，
p(x)-Laplace 方程式に対するポテン
シャル論の発展も目指す．それらと並
行して，関数空間を考察，特に変動関
数指数をもつ関数空間の研究を行う． 
 
５. 代表的な研究成果 
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